
姫水木 （群馬県産）

主な花材

スカシユリ （新潟県産）

マリーゴールド （大阪府産）

ヘンルーダ （千葉県産）

ナルコラン （大阪府産）

別名、ヒュウガミズキとも呼ばれています。早春に淡い黄色い花がぶら下がって咲く落葉低木で、
花が終わると葉が出てきます。

花言葉：思いやり、信頼、神秘

名前の由来は、風に花が揺られてゆらゆらする様子から、「揺り」が変化して付けられました。八
重咲きの品種です。

花言葉：飾らぬ美、元気、歓喜

名前の由来は、聖母マリアの祭日にいつも咲いてることから「聖母マリアの黄金の花」
（marigold）と呼ばれるようになったといわれています。

花言葉：嫉妬、悲しみ、変わらぬ愛

葉には柑橘類や山椒の様な香りがあり、古来は料理用のハーブとして広く利用されていましたが、
毒性があることが分かり、現在は料理目的には使われていません。猫がヘンルーダの葉の匂いを嫌
うため、「猫よらず」とも呼ばれているそうです。

花言葉：安らぎ、悔恨、哀れみ

別名として甘野老（アマドコロ）と呼ばれます。ベルのような花が葉の下に垂れさがって咲きま
す。

花言葉：元気を出して、心の痛みの分かる人

テーマ 青嵐「アオアラシ」


